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鳥取しゃんしゃん祭で
準グランプリ受賞！

韓国・清州大学校と
学生交流事業を実施

　鳥取環境大学は、鳥取市の姉妹都市、韓国・

清州（チョンヂュ）市にある清州大学校と交

流協定を締結しています。その大学との間で、

今年初めて、相互に学生を派遣して文化研修

を行う交流事業が実施されることを知り、外

国の学生と交流して視野を拡げたいと思って

いた私は、他の学生8名と共に、この事業に参

加しました。

　まず、8月7日に韓国の学生10名が3泊4日の

日程で来訪。私達も同行して、竹内功鳥取市

長への表敬訪問を皮切りに、教室で日韓の関

わりについて勉強した後、浴衣を着て本学の

学生と茶道と傘踊りを体験、日韓混成チーム

で料理を作ったり、鳥取砂丘、わらべ館、高

砂屋、佐治アストロパークを見学したりしま

した。続いて、8月27日に私達学生8名と環

境政策学科 西村教子准教授が清州大学校を

訪れ、南相宇清州市長訪問、韓国語の勉強、

サムルノリ観覧、日韓調理体験、古印刷博物

館見学等をして30日に帰国しました。韓国で

は、鳥取で顔なじみになった学生達の、心の

こもったもてなしを受けました。

　訪韓中、印象に残ったプログラムの第1位は、

サムルノリに使う、チャングという韓国伝統

の鼓を演奏して、他の楽器を担当する韓国の

学生と合奏したことです。少し難しかったの

ですが、皆で一丸となって取り組めたことを

嬉しく思いました。私は学校で日本の伝統楽

器を学んだことが殆ど無いのですが、韓国で

は伝統文化を学校で習うのが当り前なのだそ

うです。第2位が韓国語の授業です。李秀娟

（イ・スヨン）先生の教え方がお上手だった

ので、毎朝30分程度の授業で、韓国語が初め

ての私でも、3日間でハングル（韓国文字）が

読めるようになりました。お蔭で、「記号だ

らけの空間」が「文字の読める国」に変わり、

韓国が身近に感じられるようになりました。

　今回は日本語が話せる韓国学生が多かったの

で、会話は殆ど日本語でしました。しかし、片

言であれ韓国語を話すと韓国の学生がとても嬉

しそうな顔をするので、韓国語の勉強をしてお

けばよかった、そうしておれば、もっと韓国の

学生の笑顔が見られ、もっとよい交流ができた

のではないかと思います。また、この交流を通

して、隣の国でありながら今まで遠い存在と感

じていた韓国を身近に感じることができまし

た。加えて、韓国人は日本人よりも情が深く、

日本人が忘れかけている「人を思い遣る気持

ち」がとても強いと感じました。一方、自分に

は人を思い遣る気持ちが足りなかったというこ

とに気付きました。今回は韓国の学生に甘え

て、4日間受け身の状態でしたが、次回韓国の

学生と会う時には、もっと積極的に交流しよう

と思います。この交流で、自分自身のこと、日

本のことを改めて認識し直すと共に、韓国のこ

とを深く知ることができました。この体験を通

して私が感じたことを話すことによって、皆さ

んが韓国にもっと興味を持って頂けるようにな

れば幸いです。
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　8月11日、鳥取市の夏の風物詩「第43回鳥

取しゃんしゃん祭」に、本学学生約120名が

「鳥取環境大学連」として参加しました。

「鳥取しゃんしゃん祭」は、江戸時代末期の

雨乞い踊りを起源として鳥取県東部地方に伝

わる「因幡の傘踊り」を一般向けにアレンジ

した踊りが創作されたのを機に、昭和40年か

ら続く、市民挙げての夏祭りです。赤・白・

青に彩られ、金・銀の短冊と小鈴を付けた装

飾傘を手にした踊り子が連を組み、目抜き通

りを進みながら曲に合わせて踊り、毎年約4千

人が参加しています。

　本学は、開学以来7年連続で参加していま

す。昨年11月、過去の成功事例・失敗事例を

検証した上で、これまでない、最高のお祭り

にしようと、学生10名から成る専門委員会「

TUESしゃんしゃん愛好会」を設立し、事業

計画・予算等も決めて準備を進めて来まし

た。コンテストで「グランプリ」を獲ること

を今年最大の目標に掲げ、全体練習でまとめ

役を務める踊り子リーダー14名が、6月下旬

から事前練習を行いました。また、全体練習

の開始時期を、定期試験後の8月上旬から7月

上旬に早めたり、「平成鳥取音頭」の振付を

今回初めて自分達が考案して変更したりと、

学生の自主的、自発的運営の確立を目指しま

した。その甲斐あって、練習を重ねる中で踊り

子同士のコミュニケーションがうまく取れ、

全員のモチベーションも上がり、じっくりと

練習ができて、一人ひとりの踊りの質も確実に

向上しました。

　雨乞いにふさわしい快晴猛暑の中、最高の

コンディションで祭本番を迎えました。幕開け

の市役所特設ステージでのコンテストでは、

自薦他薦の代表20名が、自分達が考えた、斬

新、優雅で迫力ある踊りを披露し、その勢い

を駆って、市中パレードでは、卒業生も加わ

り、全員一丸となって若桜街道・本通りを溌

剌、堂々と踊りきりました。仕上げに、鳥取

駅前風紋広場で見守る観衆の前で「しゃんしゃ

んシャングリラ」を踊って完全燃焼し、最高

の一日にすることができました。加えて、毎

年恒例の、大好評「ゴミ拾い隊」14名が、連

の殿（しんがり）を務め、沿道のゴミを回収

分別して、環境大生らしく、環境美化に努め

ました。周りから温かい声援も送って頂きま

した。その結果、なんと、開学以来初の快挙！

「準グランプリ」を受賞することができまし

た。これもひとえに、踊り子・ゴミ拾い隊全員

の熱意と努力、リーダー達の献身的サポート、

そして、苦労を共にしてきた委員会メンバー

の頑張りの成果です。夜遅くまで企画案を練っ

たり準備作業をしたりしてきたからこそ、大

成功に繋ったのだと思います。併せて、しゃ

んしゃん祭への参加を支援して頂いた、同窓

会並びに大学関係者の皆様に心から感謝申し

上げますと共に、引き続きご支援賜りますよ

う宜しくお願いします。このよい流れに乗っ

て、今年以上に鳥取環境大学が「しゃんしゃん

祭」で輝き続けることを願っています。

TUESしゃんしゃん愛好会 委員長


